
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『身心変容技法研究シリーズ』全 3 巻（第 1 巻と第 2 巻

はサンガ刊）を完結したことを機に、編者である鎌田東二  

氏に「身心変容技法」の本質と全

容についてお話ししていただく座

学連続講座を継続しています。 

今回は、鎌田先生の神道の研

究の基盤である大神神社を中心

に、大和三山、山の辺の道を鎌 

田先生直々にご案内していただく「大和フィールドワーク編」

を行います。ぜひご参加下さい！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

★大和でのフィールドワーク講座★ 

■受講料：2日間 13,200円（1日は 6,600円） 

■講師：鎌田東二/ 哲学者、宗教学者。京都大学名誉教

授。専門領域は宗教哲学、比較文明学、民俗学、日本思

想史、人体科学など多岐にわたり、縦横無尽に学問領域

を行き来し、独自の観点から多様な研究を打ちたてつづ

け、『身心変容技法シリーズ』を編集し、その第 3巻が

2021年に発刊されて完結。 

■日程：９/17（日）大和三山・三輪山登拝 

18（月祝）山の辺の道 

 

 ９/17（日）：大和三山・藤原京跡・三輪山登拝 

・「橿原神宮」鳥居・9時集合 

 畝傍山の登拝とともに神武天皇を祀る橿原神宮と 

神武天皇陵を参拝後、耳成山登拝、その後藤原京跡 

を通って天香具山も登拝。最後に、大神神社に参拝 

してご神体の三輪山に登拝します。 

＜各自、周辺の宿に宿泊＞ 

★９/18（月祝）：山の辺の道散策（大神神社～天理・ 

石上神宮） 

・大神神社鳥居・9時集合 

 大神神社から山の辺の道を北に向かい、元伊勢の 

檜原神社や応神天皇陵を参拝後、山の辺の道の中心 

部を通って、最後は天理の石上神宮に参拝します。 

 

＜申し込み方法＞ 

「身心変容技法フィールドワーク」申込として、下 

記の項目をメールまたはファックスでお送りいた 

だき、お振込下さい。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所 

⑤連絡先（当日つながる電話番号）⑥メールアド 

レス 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

「身心変容技法・大和フィールドワーク編」 

 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

身心変容技法大和フィールドワーク 

（大和三山・三輪山/山の辺の道） 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

＊大和三山 

万葉集にも謳われている畝傍山、耳成山、天香具山の三山。盆

地に三角形に並んでおり、いずれも標高は 100～200m程度 

＊藤原京跡 

約 1300年前に中国の都城を参考して造営された日本で初めて

の本格的な都で大和三山がすっぽりと藤原京の中に入っていた 

＊大神神社・三輪山 

三輪山（標高 467ｍ）をご神体とし日本最古の神社といわれる。

祭神は大物主大神で、大己貴神（おおなむちのかみ）と少彦名

神（すくなひこなのかみ）を合わせて祀っている 

＊元伊勢・檜原神社 

崇神天皇の時代、宮中でお祀りしていた天照大神を豊鍬入姫命

（とよすきいりひめのみこと）に託して、この桧原神社の地に祀っ

た。伊勢神宮ができた後も、「元伊勢」として伝えられている 

＊山の辺の道 

古代、大和の東に連なる美しい青垣の山裾を縫うように、三輪

山の麓から天理の石上布留を通り、奈良へと通じる道があり、

「日本書紀」にその名が残る山の辺の道沿いには、今も多くの

「記紀・万葉集」ゆかりの地名や伝説が残っている 

＊石上神宮 

大和屈指の古社。ご祭神の布都御魂大神は神剣・韴霊に宿られ

る霊威。神武天皇がこの神剣によって東征の際に悩まされた邪

神を平らげたと伝えられ、大和朝廷の武器庫だったともされる。

剣・韴霊に宿られる霊威。神武天皇がこの神剣によって、東征の

際に悩まされた邪神を平らげたと伝えられている。かつては本殿

をもたず、地中深く埋められた神剣と神宝を祀っていた 

 


